
リバー・ヴィレッジの村川友美さんに聞く 

村の小さな水力発電所から 
こども水力発電所まで 
村川友美さん 株式会社リバー・ヴィレッジ 代表取締役 

一般社団法人こども水力発電所 代表理事 
日時 2026 年 10 月 28日（水）18 時～19 時 30 分 
会場 東北芸術工科大学 207 講義室  参加費 無料 
 
以下、WEB サイトから転載 
●株式会社リバー・ヴィレッジとは 
 わたしたちリバー・ヴィレッジは、河川や生態、地質、地域づくり、歴史（郷土史）などの
高度な専門性を活かして、地域での小水力発電にチャレンジするみなさんをお手伝いする、九
州大学発のベンチャー企業です。 
 過疎や高齢化に悩む中山間地を豊かにするために、地域固有の資源である「水」を活かした
エネルギー創出の取り組みを支援します。古来、水は地域に恵みをもたらし、それによって
人々の営みと集落が形成されてきました。今、改めて水を地域で活用すること、その恵みを未
来に残すことを私たちのミッションとし、動き出しています。 
Philosophy:WORK FOR THE FUTURE, THE HOME, THE CHILDREN 
 
●一般社団法人 こども水力発電所とは 
こども水力発電所は、水力発電所の開発・運営を通して安全で安定した電力をつくり、その事
業プロセスで発生する「学び」を広く社会に共有します。また、電力から生まれる収益をもと
にして私たちの未来の社会づくりへ貢献する取り組みを実施していくことを目的とする法人で
す。 

 
リバー・ヴィレッジがかかわった事例「松隈小水力発電所」 
佐賀県吉野ヶ里町松隈地区では地区の全 40 世帯が株主となり、松隈地域づくり株式会社を設
立し、2020 年に 30kW という小規模な小水力発電所を開設。毎年収益を上げており、地域活性
化に貢献している。リバー・ヴィレッジ社は実現する上での全体のコンサルティングとして関
わった。 
 
 
主催 山形県小水力利用推進協議会  共催 全国小水力利用推進協議会 
後援 NPOバイオマスもがみの会、やまがた自然エネルギーネットワーク 
問い合わせ 東北芸術工科大学三浦研究室 miura.shuichi@aga.tuad.ac.jp 
申込フォーム https://forms.cloud.microsoft/r/txvFZGjcnB 
 

https://forms.cloud.microsoft/r/txvFZGjcnB

